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新p

紹
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な
ら
ぬj
大
革
命
な
ぅ
。
國
家
的
自
覺
の
旺
嫗
ビ
な
れ 

る
々
：11
國
家
を
し
か
く
無
能
カ
-0
も
の
た
ら
し
め
ん
ビ 

す
る
は
明
か
，に
無
政
府
主
養
的
思
想
な
り
。
菩
人
を
似 

て
之
を
風
れ
ば
英
國
の
ギ
ル
ド
肺
會
生
義
は
佛
國
の
ナ 

シ
デ
力
タ
ズ <

ょ
ぅ
も
寧
ろ
危
險
位
る
無
政
府
主
義
な 

^
6
吉
野
作
造
傅
士
が『

®
し
現
代
の
政
，治
、：殊
に
戰 

#
ビ
云
ふ：

麟
爐
を
潜
つ
て
來
た
デ
モ
ク
ー
ス「

シ
，丨
の
政
治 

を
理
解
せ
ん
が
爲
の
參
考
書
ビ
し
て
鑛
ま
ふ
云
ふ
-な 

ら
®
非
共
ぐ
ル
ン
シ
ョ.
l
k
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ』

て
評
し
れ
るV

ル
ン
シ
ョ
ー
は
ギ
ル
ド
«
會
主
義
を
評 

L 
て 

it is a hare 
丨
 brained

'
 academic 

scheme 

>
ci?
* 

v
i

'°
' 

' 
-
、.. 

! 
' 

:

,

な
ほ
議
論
の
本
旨
ど
關
係
な
き
一
.一1

の
誤
き
を
擧
げ 

て

こ

，
の

稿

を

終

ら

ん

。

四

八

四

頁

^
ク
レ
マ
ン
：
ジ
ー
が 

軍
隊
の
力
を
藉
y
て
t

x
デ
，力
ソ
ぅ
セ 

を
征
服
し
^

b
と
あ
る
は
ブ
メ
ァ
.ン
の
記
憶
：違
ひ
な
る
ヰ 

乙
ど
、
八
十
ニ
寊
に
中
央
黨
の
ュ
ル
ツ
，ベ
ル
ガ
ア
.の
こ

m

- t
s

一
 

0
ハ

ビ
を
社
會
黨
員
のH. V

ッ
々\

ゲ
ル
さ
へ
も
斯
く
云
へ 

■記
せ
る
X
同
じ
。
.又
ー
七
八
頁
に
露
國
が
宣
戰
に 

際
し
て
靡
國一

致
な
り
き
ど
說
け
る
は
祉
食
民
主
鐵
の 

■
宣
戰
反
對
を
無
視
せ
る
す
の
に
て
隨
て
次
の
頁
に
大
赦 

を
行
は
ざ
り
し
て
ビ
を
責
む
る
は
酷
な
り
。

一
八
1
M 

，
に

開

戰

當

時

に

於

け

る

へ

露

國

議

會

の

I
I

員
政
黨
別
を
擧 

げ
て
立
憲
民
主
黨
に
就
て
：
一
顧
だ
も
與
へ
ざ
る
も
遺
« 

な
&
>し
云
は
ざ
る
を
得
す
。
殊
k
英
人
R
關
す
る
記
事 

に

於

て一

一

一

の

誤

謬

を

指

摘

し

得

る

は

：吾

人

•の

意

外

ど 

す

る

，所

な

り

。

即

ち

五

エ

，頁

に

‘

『

抑

<
> ロ
ァ
ペ
ル
シ
伯 

は
‘開
-®
當
時
迄.

ァ
へ
ス
キ
ス
肉
間
'0
大
法
.宫
ど
し
て
.上
.脾 

の
議
長
:/
2

6
所
|
1
.る，英
&
皇
帝
與
心
の
保
管
者
れ
9
し 

人
也』
S
云
ひ
、
更
に
五
六
贾
に
は『

伯
は
開
戰
の
邋 

初
迄
此
の
政
府
^
在
り
隨
戰
の
際
.に
モ
ル
レ
ー
卿
等
e 

.共
に
典
職
を
.去
6
.穴
：る

1

人
也』

V
J

あ
：̂
て
反
.機

P
ァ

 

バ
ァ
ン
.伯

の

開

徽

，の

當

時

迄

圓

眞

た

ぅ

し

こ

ぐ

を

敏

し 

ぁ

れ

,^
、

S
V
T
Vア

ン

伯
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九
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年

よ

り
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し
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に
モ
ォ
レ
I
卿
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缺
陷
f

其
の
痴
羅
、.

茗

f

社
會
に
示
す
こ
，

又
を
の
希
f

繼

ど

？

つ

て

霞

せ

，

?
门
$
し
t
も
あ
ら
さ
る
可
し
へ
：又
四
八
O

M
に
內
閣

員
中
の
少
壯
有
爲
者
の
|:
人
バ
ア
グ
ン
へ
：
ッ
ド
®
r
-J

U.、 

三
0
頁_
に
上
说
議
長
、ぐ
ア
ヶ
ン
へ
ッ
ド
の
宣
言
，ビ
*
れ 

ど
、
米
ス
枕
卒
ざ
知
ら
ず
英
人
は\

.
ア
ク
4

ッ
ド
ヒ
云 

ひ
て
：
バ
ア
ヶ
シ
，
へ

f

は

云

專
I

等
i
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ァ
版：

-
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卜

，
方It

j
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專
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T
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u
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o
h
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p
u
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r
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丸
#
资
憤
：i

u十
五
錢 

ロ
パ
ア
ト
へ
方I
H
X

は
英
國
•

主
義
運
r
oに
あ 

け
る
先
達
で
あ
り
、
.さ
ぅ
し
て
彼
は
シ
ャ

ア
ル
»
フ
ジ 

土

、

ナ
ン

「

者
^
^
て
有
名
で
あ
る
。n
證

猶

:
f t

會
主
義
者
#
社
會

1

四
饴

2

七
丸
七

〕

新

刊

馨

わ

f 

.
i
f

會
改
造
の
討
靈
を
敎
ふ
る
こ
ビ
に
ょ
つ
て

、
‘'i
t 

會

を1

新
す
る
こ
ど
が
出
來
るVJ

考
へ
た
の
で
あ
る
。

|

彼
は
人
類
が
そ
の
.力
を
如
る
ドv

、.
知
ら
ぬ
ど
に
拘
ら
t 

一
人
«
の
上
に
社
會
的
ft
革

^

a

Cす
こ
S
の
因
果
を
見 

| 

•ず
、；

た

V
彼
^
の

tl
#
の
內
に
あ
る
合
现
性
が
.民
衆 

\

の
覺
る
所
ど
な
つ
て
.、
，實
行
の
運
び
^
至
る
と
信
じ
た 

.
一
の
で
.あ
'る
。
彼
等
は
文
明
の
棍
亂
ビ
贫
困

S
そ
の
計 

■
•
ft
し
た
新
世
界
の
.秩
序
S
幸
福
ど
を
比
較
對
照
し
て 

段
衆
に
示
す
こ
泛
ょ
り
、
民
衆
が
社
會
主
義
？

の 

|

希
遵
を
繁
ぐ
に
笼
ら
ん
こ
ど
を
望
ん
だ
の
で
あ
る」

。

,
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ァ
ト

0
ォ
ー
ユ
ン
が
千
ゼ
百
^
十

一
年
五
月
十 

シ
モ
ツ
、ご
と

I

I
ニ
大
■

的
社
會
主
義
：
 

'四
日
ノー

ス
•
ク
ェ

ル
ズ
の
片
田
舍
で
ぁ
る
ニ
ユ
ク
タ

^
タ
に
其
の
生
を
享
け
て
か
&
、
千
八
西
$
十
八
^.
+

;

澈
:d
:
:s
 
. 

I 
四.
七
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二
月
十
九
日
、，
八
十
七
の
高
齡
：を
以
て
、
そ

.の
故
鄕
R 

.こ
，の

.li
t
を
去
る
ま
で
の
長
い
一
生
は
實

k
そ
の
社
#
⑽ 

理
想
を
實
現
し
や
ぅVJ
じ
だ
歷
史
で
あ
る
。
彼
は
年
漸 

く
十
歲
に
し
て
、
四
十
志
の
金
を
懷
紀
し
て
ロ
シ
ド
シ

it
赴
き
、

ス
タ
.ム
フ
ォ
ー
ド
に
：、：‘
マ
ン
チ
：
エ
.ス
タ
ァ
に

商
店
員.
^:
し

，
て

其

の

手

腕

を

振

つ

忙

:°
彼

の

實

業

界

に
 

お
け
る
成
功
は
愈
速
な
も
の
で
^

つ
た
。.
彼
は)

1

十
幾 

■

，し
-
て
當
時V

氏
の
所
有
で
あ
つ
れ
二
ュ
ク
。
一！

V

 

ナ

ァ

ク
*0
紡
績
工
場
を
共
同
出
資
を
以
て
買
取
り
？
：多
：
 

大
の
利
澗
を
煨
げ
る
こ
^
が
出
來
た
。
：
け
れ
ざ
ぎ
彼
は 

:«
?:
の
常
の
食
愁
限
^>

な
き
資
本
家
S
そ
の
趣
を
集
に
し 

て
ゐ
て
、'
中
八
西
十
三
年
に
至
つ
て
、

ニ
ュ
ゥ
!•
•
フ
ナ

ァ 

ク
紡
鑛H

場
の
配
當
を
五
分

R

制
限
す
A
組
合
を
組
織 

し
、■
そ

の

餘

剩

を

以

て

勞

働

者

幸

福

®,
進

の

施

設

を

試 

み

た

。

こ0
千

八

西±
:

ニ
年
：は

令

た

彼

の

處

女

作

「

社 

#
新
論
又
は
人
格
#
成
論」

の
出
版
3
れ
た
年
で
あ
る
。
 

.
彼
は
こ
の
書
^
k
人

間

の

性

，
格

が

.
自

然v
It
會

的

.
環

墙

.
第
十
-:
號

一

四

八
 

.に
ょ
つ
て
支
配
：さ
れ
る
事
實
を
カ
說
し
、
そ
の
火
性
說 

を
樹
立
し
、
.社
會
改
造
論
に
基
礎
を
與
へ
た
。
而
し
て 

こ
の
.人
格
構
成
論
を
現
論
的
根
據
ビ
し
た
ォ
ー
文
ン
の 

:理
想
的
共
產
社
.會
は
千
八
西
ニ
十
五
_苹
北
米
ィ
ン
デ
ァ 

ナ
ナ
洲
に
建
設
さ
れ
た

.が
、
.そ
は
ニ
年
間
に
し
て
失
敗 

し
た
。
彼
は
こ
の
理
想
社
會
の
建
設
に
失
敗
し
、
そ
の 

所
有
し
て
ゐ
た
財
產
を
失
つ
た
け
れV 」

も
、
そ
の
社
會 

的
理
想
は
を
の
死
に
至
る
ま
で
消
ぇ
な
か
つ
た
。
彼
は 

勞
働
券
に
ょ
る
利
澗
の
廢
止
を
考
案
し
、
‘を
の
他
の
社 

會
的
事
業
に
貢
獻
し
た
。
け
れ
ざ
も
彼
の
理
想
は
遂
に 

實
現
の
期
を
得
な
か
つ
た

。
:

エ
ン
，ゲ
ル
ス
は
.そ
の
科
學
的
社
會
來
義
の
立
場
か
ら 

空
想
的
社
，會
主
義
を
.批
評
し
て
次
の
や
ぅ
に
言
つ
た
。

「

資
本
主
義
的
生
產
並
に
階
級
的
狀
熊
の
成
熟
せ
ざ
る 

狀
態
に
お
い
て
は
亦
未
熟
の
思
想
を
生
む
。
社
會
問
題 

の
解
決
は
、
當
時
猶
ほ
.そ
の
；未
發
達
な
經
濟
狀
態
の
中 

R
潜
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
空
想
家
等
は
之
を

||II
!■

!

I

人
間
の
腦
a
の
中
か
ら
產
’み
出
だ
さ
ぅ
ど
企
た
。

If
c
會 

は
悉
く
惡
を
現
じ
て
ゐ
る
。
此
の
諸
惡
を
餘
く
は
郞
ち 

.道
理

0
任
で
ぁ
る
。
'故
に
.

〗

»
完
全
な
新
社
會
組
織
を 

發
明
し
て
、
傅
道
の
方
法
に
よ
り
、
ま
た
3
3來
る
な
ら 

ば
模
^
的
の
實
例
に
よ

k
外
か
ら
之
を
社
#
に
.課
す
る 

こ
せ
が
必
要
に
な
つ
气
然
る
に
是
等
の

^M

龠
組
織 

は
固
よ
り
空
想
的
の
運
命
を
^
し
た
も
の
で>

 

そ
の
細 

目
.が
完
備
さ
れ
れ
ば
、
3
れ
る
程
、：
愈
々
益
々
純
粹
な 

幻
想
化
陷
る
を
免
れ
な
か
つ
：た」

。(

3
0̂.
&
§
セ
.：
500
.

)

_

然
し
乍
ら
、
科
學
的
社
畲
主
義
の
唯
物
的
傾
向
^
滿

足
し
な
：い
ギ
ルr.f 。

.マ
ン
は
1ォ
ー

エ
ン
ベ
の
復
歸
を
叫 

ん
で
ゐ
る
。

「

世
.は
：ォ
1
エ
ン
の
思
想
に
歸
办
つ
、
ぁ 

る

.
ォ
I 
土
ン
は
勞

#
者
は
そ
れ
，ま
ら
の
生
活
を
統
御 

す
る
爲
め
に
生
產
を
^

ふ
手
段
を
劍
造
せ
ね
ば
な
ら
ぬ 

ビ
し
れ
ご
彼
は
ぁ
る

_定
の
：計
蕺

^」

よ
つ
て
作
ら
れ
.た 

一
:A
E
£
^
.
.

の
內
k
す

.へ..；
:̂
.の
.
1̂1
«
|:
包
'含
す
る
こ
、；0
.
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.目
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c
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こ
の
點
R
あ
.い
て
ギ
ル
ド
»
#
主
義 

は
正
ft
ロ
イ
ァ
ト

®
ォ
1

H
ン
へ
の
復
歸
で
あ
る
。

，
か

、

る

期

に

當

つ

て

、

ロ

 V

ァ
ト
分
オ
1
ユ
ン
が
千 

八
西
五
十
七
年
か
ら
五
十
八
年
に
涉
っ
て
出
版
し
た
そ 

;の
自
傅
.が
苒
び
印
刷

^
附
せ
ら
れ
た
の
は
、
時
勢
の
要 

求
ビ
も
云
'ふ
ベ
き
で
あ
る
。

‘

自

㈣
は
そ
の
«
を
彼
の
誕 

生

^
起
し
、
彼
が 
一！
ュ
！

1
フ

ナ

ナ

ク

^

あ

け

る

勞

修 

者
.生
活
改
善
の
事
業
を
叙
述
し
、
千
八
W

一.一
十
年
頃
ま 

で

の

出

來

事

を

書

い

て

ゐ

る

？

こ

の

書

'の

中

に

我

々

は 

彼
の
社
會
觀
を
赤
裸

.々
，
に

見

る

こ

VJ

が
出
來
る
と
同
 ̂

ドf

ォ
ー
于
ン
そ
の
人
が
事
を
爲
す
^
當
つ
.て
研
究
心 

i

奥
氣
ビ
自
信
ご

^
當
め
る
を
知
る
。
私
は
世
人
が 

.所
謂
英
雄
豪
傑
の
傅
記

^
時
を
费
す
餘
裕
が
あ
っ
て
、 

こ
の
人
類
：の
爲
め
0
恩

人

の

自

傅

を

舰

過

す

'̂
な

ら
 

ば

、
決

し

：て
.公

平
で
，な
い

ど
#
rに
、
も
の
人
の
損
失
で 

あ
るVJ

考
へ
る
。
卷
頭
^
は
英
國
社
會
主
義
史
の
著
者 

マ
.ッ
ク
ス

© 

V
Iァ
氏
の
序
文
が
韻
せ
て
あ
る
。
私
は

■

:

第
十
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.も
®
書

を

學

、
，■近
來
の
：貴
重
な
る
文
獻
の
.飜
刻
で
あ

るVJ

云
ふ
こ

^
が
出
來
r
t
I I
I

心
ふ
o (

加
田
忠

15)

.
 

.

.

.

.

.

: 

.
 

.
 
‘'.' 

.*

辦
合
晶
太
郎
帶
;!
I

J

t生

活

學

.
:

:
平
—

迸
^
.妓
行 

■'
,

定
似
_

圆
五
拾
餞
：

回
憤
れ
ぬ
標
¥

あ
る
，が
內
容
は
經
濟
理：

論
で
あ 

る
。
魂
在
の
經
濟
學
R
不
滿
を
感
じ
、
，在
來
の
因
襲
を

.脫
し
T

「

热
辦
風
？，を
.科
學vj

し
て
完
成
す
る
こ
.ビ
を
明

.
,

.

.

.

し
て
J
tt
い
た
も
の
だ
^
著
激
は
摩
文
の
中
妃
云
つ
て 

/居
る
？
全
.篇
三
西
十
:̂
字
11

百
六
貢
の
も
の
で
あ
る
：か 

::
ら
逢
に
於
て
は
小
册f

t
k

過
ぎ
な
'い
が
ヽ
へg

ど
い
て
見
ぃ 

る
ビ
.在
來
經
'濟
學
鄯
の
讀
潘
k
は
決
て
讃
易
い
本
で 

I

ぃ
o
を
れ
は
藩
潘
が
殆
^
佥

く

在

來

の

系

統

術

語

：
： 

.を
踏
襲
し
な
い
で
、
全
然
新
だ
に

I
,

の
璺
問
の
結
構
を
:
 

.

.

.
へ<

ょ̂
"''

ビ
し
て
fe
る
力
.ら
，で
.£>
.る
。
.，：恐
.ら
.ぐ
.
.I
m
ビ 

/價

格

の

ニ

，語

を

除

く

の

，
外

、

:著

考

ゆ

從

來

，の

經

濟

學

用
 

語

を
1
っ

も

採

用

し

て

_
な

ぃ

と

云

っ

て

ょ

が

ら

5.
,。
.
本

,

;
 

第
十
二

.號

-
§
 

書

の

長

所

も
短

所

も
_
論

此

點

R
あ
る
ベ
&
#
で
あ

限

ら

れ

た

紙

數

內

、
で

讀

者

に

會

得

の

，
出

來

る

や

ぅ

k 

本
寄
の
內
容
を
紹
介
す
る
の
は
困
雛
で
あ
る
が
、
先
づ 

j

其

j
«を
記
ず
ビ
、
抑
.も
生
活
の
目
的
は

 
一
11
滿
ァ
ニ 

|

安
寧
、

H
愉
樂
で
あ
る
が
、
原

始

時

代

を

脫

す

る

ど 

|

.「

昤
世
の
變
遯

‘ミ
典
に
生
活
の
實
質
^
樹
別
を
生
ず
る 

\
:

に
茧

•る」

。
，1

，は

直

換

的

生

活

、

；
ー

一

は

間

接

的

生

活

で

，
あ

： 

て

る

。

而

し

て

衣

服

を

着

；る

，̂

め

に

裁

縫

す

る

の

は

直

接
 

I

生
活
で
、
他
人
の
衣
服
を
裁
縫
し
其
報
酬
に
ょ
っ
て
衣 

|

食

^
んVJ

す
る
は
間
接
生
活
で
，あ
る

ビ
云
ふ
に
徵
す

 ̂

ど
、
-
商

接

間

接

：生

活

の

分

岐

ば

所

謂

交

易

經

濟

の

成

立
 

に

ょ

つ

て

生

ず

る

も

，の
.ど
’見
て

好

い

ら

し

いo
然

る

に

，間
接
生
活
を
營
むW

云
ふ
乙
ビ
は
本
來
己

.れ
の
欲
す
る

, 

. 

?

も
の
得
ん
が
爲
め
の
手
段
^
し
て
或
他
の
も
の(

物
か 

'廣
•«

の
勞
カ
か)
を
提
供
す.
る
に
外
な
'&
^
か
ら
、
間 

:
接
生
活
化
對
す
る
能
力
は
著
费
の
所
謂
供
給
能
カ
で
あ
ノ

■:

る
。
之

.に
對
し
て
直
接
的
生
僻
に
對
す
る
能
力
を
需
要 

能
力
ど
云
ふ
。
併
し

^

氏̂
の

M
l
g
:
i?
l

li
B

*

u

M

»
 

學
で
云
ふ
_

買
力
を
伴
ふ
要
求
の
意
味
で

は
な

.ぐ

て

單 

な
る
享
受

(Geniessen)

力
を
意
味

.し
て
居
る
ら
し
い
。
：
 

さ

て
右
兩
樣
の
生
活
の
對
象
と
な
る
も
の
を
名
づ
げ
で 

資
財

S
云
ふ

。

玆

^
謂
ふ
資
財
の
电
に
は

#

M

®

P學 

で
云
ぷ
財
は
合
ま
れ
て
は
居
る
が
、
そ
れ
ょ
ヴ
も
遙
か 

に
範
圃
の
廣
い
も
の
で
あ
：る
事
は
論
を
俟
た
な
い
。
そ 

め
次

^
來
る
の
が
攝
用
で
あ
る
。

'織
用
は
、
從
來
の
術 

，
語

を

棚

い

て

之

れ
^
宛
て
ば
め
れ

«
經
»
行
綠
で
あ
る 

.が
、
：：
其

儆

圍

は

遙

か'に
廣

：い

。■.
-著

者

^

從

へ

ば

ー

生

活
 

能

力

.の
表

現

？

若

し

く

は

：實

行̂

_
用

と

名

付

く

、

生 

活
人
格
藉
が
其
生
活
能
カ
に
依
で
或
る
對
象
に
接
觸
す 

る
場
合

?:
云
ふ

」

の
で
あ
る
。
こ
の

8
用
に
三
種
あ
.る
で 

:.
-
'
l
、
T資
财

を

消

费

す

る

攝

用

、

一
一
、

資

本

を

使

用

す

る
 

懾
用
、三
、資
财
を
變
化
す
る
攝
用
で
あ
る
が
，
說
明
を 

讀
ん
で
見
る

1
1
1は
從

來

の

生

產

、
，

一

ぞ

ニ

は

廣

義

の

」 

第

十

四

想
_
 

(
〗

八
〇
一)

新
刊
紹
介

:消
費

^
歸
着
す
る
も
の
ら
し

：

S

 

o 

3、て
生
活
能
力
の
表 

現
が
攝
用
で
あ
る

_
.か
ら
、

■
用

k
も
需
要
嫌
诩

と

供
給 

攝

用

ビ
が

あ

.る

の

は

當

然

で

あ

る

。

斯

ぅ

し

て

憤

値

の
 

問
題
に
近
つ
い
て

«-
く
道
筋
は
ょ
く
分
る
。
不
幸
に
し 

て
價
値
其
者

‘の
說
明
は
求
笟
評
潴

R
ょ 

<會
得
さ
れ
な

U 

い
.が
、「

資
財
の
生
藤
的
算
定

」

で
あ

-る
ど
こ
ろ

0
價
値 

を
分
つ
て
辭
要
備
用
忙
於
け
る
價
値
ビ
、
供
給
蹒
用
に 

於
け

■る
價
値V

J

の
ニ
に
し
て
居

.る
の

は

a
e
m
a
n
d

 

price 

VJ 

supply 

prke 

>/J

の
別
マj

相

.通
ず
る

s 

j

ろ
が
あ
る 

や
ぅ

^
思
ふ
。
而

し

て

「

攝
用
が
實
行
さ

る
、
©
合
の 

資
財
の
價
値

.：

.需
要
攝
用
漭

0
主

a
的
價
値

S
供
給 

.
■
用
港
の
主

«
的
價
格

.(sic )

と
が
一
致
し
た

る

算
定 

を」

價
格
ビ
云
ふ
。
.「

僧
格
の

*
:準」

な
る
一
章
は
從
來 

の
言
葉
で
云
へ
ば
價
値
尺
度
を
論
じ
た
も
の
ら
し
い
。
 

玆

で

普

通

不

熟

練

：勞

働

，潘

の

生

活
#(

即

ち

收

入)

を
以 

て
價
値

0
尺

度W

す
べ
し
ビ
云
ふ
ら
し
い
議
論
が
發
戚 

し
か
く
づ
た
^
思
ふ
間
も
な
く
中

止
さ
れ
て

S

る
の

は

S
I


